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革命政権のむたも書室岡八ー i＿，のたりえなし、ヵ・，－－，であ

る。第3に，おくれた農業を近代化し，さらに農

業｜利「，］化をだi見するたJ；二も工業主E没は不，，r欠で

ある。いま一つ（これは当時あまり明確に主被されな

か it：が），本命の全国的勝利のの%、労働者階級

と 7，〆ジョ「 J ーとの千百が国内UJ基本町J/i:千活

になるという認識（毛沢東報告〕に基／川、て”資本

主長 f新民主 liてつか t:，：；主主義J _,,,  l移行：－ ,t,, !: 

ては，工業（国＇／ B;；工業〕が主導的な役；1;11を-'tkたさな

け！ ！まなら子：いとレ C t• 脅え方がふった l 0) J.: ，思

才，.／ノr；。

さて， このような意味で工業建設に車以がおか

わfトL「れば：＇，： i）ないと 1-i,i主 ;;_- ＇した主主建設

の担い手こそまさに労働者階級（寸：人階級）である

かん‘ 都市市＇.片工作が寸前者階級；三依拠しで行な

才、ハなけれ，t＼：らなしーりは当然ご＇.－：令。者 i,,i;iii点

の工作は同時に労働者量点の工作でなければなら

ないであろ 7 そして：山議論に。仁工業も主に

よってはじめて農業の近代化と社会主義的改造が

riT世になるこ併することで，工業♂l九業をm；与し，

労働者が農民ど指導すーという斗ごい含意と！ Lて

いる。もっとも，労働者が農民を指導するという

場台iこは， より直接的h二’万働者;1,:f郷して：；ミrl!:の

文化水準を高め， また農業生産カの向上iこ力をか

さたければ tヘ，－，ない 1二 J 、た主，；1、（なさ~ l = ＼，－、

る。

三のようにみてくると、先のニ中全会における

凱定は，単；二革命情勢山；隼展， あゐ＼－、；主大都市の

解放とし、う現実がそれを必要としたと L、ぅ以上

仁，むしろ過去とのボj迎合鋭くじ：此してヂ山徐の

革命を担う主体を労働者階級に求めたもの‘と解

すー±きであると考える f わたくし：ま先にそれを，

「）良民主体υ司t命から労働者階級に依拠す~：，立i；命

への転換」と表現した（はG）。

なおこの二中全会の前後から、 それまでの「無

産階級の指導J という言葉に代えて， 「工人階級

山指導Jが用いられる傾向にあ－ ）たが， /1 7 ; , その

ふともわたくしのいう「労働者に依拠する革命へ

の転換IJ.:無関係ではないであろう。

;J、論は こうした意味での労働者重視の方針l二

基づいて，新中国成立前後の時期の中共の対労働

？？工作か’主探lこどの上うに展開主れたか、 それに

対して労働者階級がどう対，出したかを究明しよう

とするものである J その場合、わたくしの問題関

心からすれば，次円二つの問題（あるいは悦角〕庁、

議要である。

t述したように， 中共第七期二中全会において

提起された都市重点工作の中心的な内容をなすの

が工業建設であり、 したが／〉てまた労働者階級へ

び1依拠であった。そして，それ；土革命情勢の進展

によって生まれた新しい状況に対処するためであ

ると同時に司革命の将来への民望をもって提起さ

れたのであった。 ところがそのことが，過去との

初違を強;th＼けるあ主り，かつての革命松拠地古川》

（｝）脱却ど U、う一つの趨勢を守iんど。そうした趨勢

の赴くところ，少なくとも一部の指導閣のあいだ

（二次のような意識、 すなわ九従来の革命の過程が

中国の特殊性をきわめて濃厚に反映していたのに

討し，今後の革命内コース仕上り正規約－JJ向（その

場合にはメ速が一つのそデノレと脅えられたであろう〕を

志向しなければならない一一「正規化」という

i誌がかf仁i)，；怠く支配していたと思われる。のちに

｜生産力論］の名で批判されるような考え方も，

そうした立識のー表現といってよヤであろう。 し

かしそれにけではなく， それは当時の覚および政

府の一連の方針・政策などの多方面に投影してい

心。 当時の中共の対労働者工作にそれ点・どう投景2

3れてし、るか，これが問題のーで‘ある。
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Ⅱ　解放区労働組合組織の発展
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第 2に，中国の労働者階級は，一面ではその本

来の労働計；併級としての特性〔i労働者M＇級だけがも

っとも遠くを見通すことができ，公正無私であり，もっ

と！，徹底Lfり＇1主命的性同士宮んで＼ ＇るJOl'8、） I;:有する

に；7でなく 毛沢東nj旨摘によれば， i川 IらはL、

わゆる三重の圧迫（帝悶主主主・ブルジョア・封建勢力〉

を受けてJ、I），改良主義が生主れる基j1主／｝‘ないの

で最も頑強，かっ徽服した革命性を有しているこ

と、かれ，－， ;;r最初刀、ら共産党〈り指導を受けている

こと， j品j己Jての聞に生まれたかんのつなノいりをも

っていること， といった長所をもっている (ll:9）。

しかしそしつ反面，「人数が比較的少なく、 f下齢も比

較的若く，文化水準も比較的低い。かれらは民期間

帝国主義と封建的目鰍’階級c'J[Ej立のもとにあり，

白らの前衛である中国共産党ともかなりまえく切り

離されたままである。そのなかの一部の者たちは

旧f士会の晴rt¥にかん A り守害＃を乏けていの I,1_uo, 

といった短所をあわせもつことも事実である。 こ

うした労ij1}j;'1階級円台する長所守短所か、 中共♂〉

対労働者工作の展開過程にとのように現われ， ま

たどういう影響を与えたか， これがいま一つの間

宮である｝

小論は中共の対労働者工作の展開過程の追跡を

Ii的と 1 ご；、る。したがって、労働政三、そのれ

の P あるいは労働制度といった観点から問活をと

りあげるのではない（そうしと机長からi乙と，ノj、訟

はよなはど戸1－分な i,＇）となら.： ，：，合えな＇－ ) • !I司題い

きわめて多岐にわたる。 1量初に解放区労1重b組合組

ti~の発！： l〆J乙いで［（：iぐ党治i、一（

イ動組合の組織今状J兄に Jコいて， ごく筒ljIに概観して

わこう。

（注 l) J三li戦＂＇ 統一戦以iiコ各持d ふ L、t:'

（：，原lllirr1J：て lt Iニ卜J〕関係はなく， 、I＇・守ジ川、，＇；）ふ；にtj i、

: j己今一j六：： Iゾ‘ てし、た ん削減二『色，；：J.Iと研や

序説』（ •• ＂＂書房， llHiβ年）， 253ヘ－ ,; :, 
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(tt 2) 陳イ自迷「十月社会主義革命与中間革命」

（『ね iilj報.J], J949年12月〉。

C! :;) 「，r,i,ih主主党；r;じi!JJ4'央委L；会第二！υip,;c会

でのf-!l告JC『毛沢東選集J，；終4巻〉。以下，引用は主

井； 亡ウト文出版i!3z(1968_;1'）てよる。

( ( ,j) 東ィUI f華社論 x：，ニ汁Jj戎郷関係！〈『群紫JI,

沼 3台第32Wl）。

（バ 5）前；1;,-,ji-it H報：」ねほかに，村、石父「ぬい

同校，，：1渇係がj発IF'H／.律」 (If'れ，;i,.JJ，第：3Tu第15）羽）、 芹）

麟 r・Jii波郷関係」（『群衆』，務 3巻第22期〉，天津臼報

』Le；ぉ 1-B消費域市変為~U！聖域汁＇ J C『人民日報』， 1949 

iド：＼ , 17 ll）ヲ Ii: ;:e;d手「寸71r・ I t国新＇i',IJ: (i'次全μ：：代人

大1,.l.:!i9政治報ヂ？」（『群衆J，第3巻第 7JlJJ），高名中

「沿l：業土t,J'.I （『群衆J. t/l 3巻第33, 34Wl〕なぞ曲者

協

Cil 6) 行B憎「1「J凶共i!i1'党））農村から都市への工作

u) 1'11::AO:移行にソL、て一一←その］J：義と問題点 」（『ア

ジ.・ ::;; d』， 196i・iCI5月号），

(_U: 7) 同よ拙稿参照。

Cil: 8) Eとれ東「論人民民主専政」（『新中国資料集

成JI. i i本間際1::i総研究所， l'/1和39年；）， f;f'; 2巻以奴リ

( i.L (j) 「；；•！• .'1＇：命と， 1,::,:1j七産党」 Clf'i~【沢東；立 '1c,;J,

第2｛さ）。

( ,no) rtv，：，：加強正、： i：ヘi内政治教f1J （『人j;¥ii 

有U, El49年3'I日1日〉。

II 解l/zぱ労動j’＇.]lI年組織ω発展

抗日 li設中およびそれに続くいわゆる第 3次園内

革命；山下の初期山各解放出；におけふ労働者の尖態

とその組織状況は，ほとんど知られていない。そ

れに ンては／？後cl）研究にぎたねはならなヤーこ

こでは出発の：解放区職し会j につL、ての紹介に

宗づνて，抗日戦終結直後の各解放区の労働組合

品旦ぷ＇U;Hり況を；；4しておく IiI l 0 

l決廿’寧辺区： 1937年労工聯合会成立。現有会

員 6)j入。うち I万2000人が工

人，＜： (/Ji Tかは子芸工人Jj.tび

小店員。全会員が同時に（消費

リウi1住および生産合作社の
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1945年 2月7日の『解放日報』社説は，各解放

Iズ労働組合の連作組織である「中間解放区職工聯

社員である。

1937停職工会成立。現有合員30晋察唱者刀流

：ご）lにの設立：勺準備を呼びかけてL、るが，
, ,. 

ーλ～II .. 二jrが43総］三にし川の生万人‘

く流♂へのflJきは次のゴとくであったという。iを職工会lこ分かれる。

山東の各解放区晋焚7魯予，｜決itl札1り：J5角・1i,1937年労工聯合会的北、止。周辺

区l之内問 1：石炭の会：iく）： 、

晋費7魯予）立区

れぞれ前後！ ：全解放f,l伐i：代表大会，nlHJffiu るの

-11モ中山各解放「どがこ晋鞍．七l!f;Jかけ，

れに！呼応したっ 同年4月司遮安において各解放区

労働組合代表からなるそのための成立準備委員会

rl:S )[ ・Ji: t t長のほか準備会員等が選Ill;':ん.：：：1がれ，

大会を 9月l二イ4集γることが決定れらと同時に、

やがて国tところが，抗日戦争が終結し，された。

世相

たのちには新解成［てにおける工作：が多忙をゆめた

ことなどの理由によって，全解放区の労働組合の

共miに紛争が勃発して各解放区が戦場となり，

',i Hi鉱山労台：J,t・／，，／こいへ

ん多い（会員数記載なし〉っ

1940年労工聯合会月比立っ現有会

員 1Jj1i()fl（）入が約 100c )j同工会

を期ど！史J・

山東労工騨合会はIi.つの独立し

た団体よりなる（~Li 仰心土五つの

独立lた），l;,tすなわわれ'i＇・浜海・

司

、一，

晋鞍 辺 lζ

ll: 山可官東

筆者：魯南・限東・ itM毎からなゐ

1948年まで遵延を統一を達成するとし、う課題は，

会｛走，ょくされたのであった。

注入各県にそれぞれ総工会があ

y ノ r－＂に各： i：争；¥i}).iW[;t工会り，

1/C日戦争終結j丸労働者組織は，w：北を中心；こ飛｛
1948年の半ばを過ぎる躍がJな発展をしたものの，

その聞の

WI波医の労働吉主lH立tの消長をたどるのはむずかし

までは事態はきわめて流動的で、あった。

東北：／〉安東市における労働運動力新一

規に解放された地区の労働運動の「典型」

その安東市も1946年10月

。一時期，

では1940年に職工会成立‘現有

会員 l万5000人。

蘇~L:. Al手i'i'"i，蘇中，i".i・.:j仁、 ifii札院

中，，H.lじ二；よび主：11i"CT'/c: （／）行労工

聯合会があり，現有会員20lI人。

同海区が包括主れる。そめろ

lベー華

として

しばしば報道されたが，以上を合わせてわれわれは 90万工人が参加する

しかし19,Jぷ与え

解放区は急速に拡大・発展しはじめ

る。そうした情勢のなかで，

には国民党三宮によって占損された。

にはいると，部

と部発（土いノている(i

示されている各解放区の労働者の組織状此は，

発が1945年 9月に世界労連の大会に出席する前の

職工会をも

ふたたび各解放区労

的組合の統一へ乃機運が芽ばえる。した，小 J J て，抗~I 'iW ,f，終結後統計に仁弓と l、う。
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Ⅲ　国民党地区労働運動および労働組合組織状況
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；）、のjイ［JL 間合工場に：13ける労働1号の1fJ1!lへ山参
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I J止、の移転を終えー f立度；三は重l盗事前mかおか

れfこ（，

什）] Ii !::l, 国民党系の〕L五度rli総工会の代｝f:.均二卒－
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:i，；γi士j主Jillした〔ii4 ¥ l,iJil寺に，白安F r,H封、 i実口，

HN；‘ 天津等の労ihi機1i1tノ開inさjlノたり :,;J,r:t二朱
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けにと L、う ι 194(i年から1947年にかけて， ！：肖の

Ji!t 十ツ；l{iJ;¥'i l :',: t 11) Jj人のk!'L(, llを＼＇ノ.＇ tでに発l長

' '" .~· J' ¥ ＇・治 ，nおじ1In二J;L、ct,れしL、発展さ：

I 1-,  f、l
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労働組合に対子ぷセ陀・介入をいっ

そのために労働運動がド火にな

；士 1：札 tょL、

.) ';0¥iじLtこが，

以後

に／こ同年12月iこ

～ある中苓民

L 円 lししJそこっその支配体制丸明化i
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iii>'C主部門jJIJの労働組｛，の
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った（分割統治のほろが組台支胞につ乙うがよいので〉
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上海市総工会ですらとれには反

その結果

した。

女、！・；そプるをえなかったほどでヲ

+:d'¥: r、！牛7ごスライド制復活を認めなければならな

当局も
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•! '' ＇、

海ト」

l[J柁工会の組織の拡大オr:/¥1：；上：）ご（＇）ど乃りである。

1 』）孔］

羽 Jlj<.1立， 52万71199人，円以ド 7JJ Aミ；~5301if {V: （う

i君民党系資料 C/1'8）に上れば，しておこう】

しかしその後も労働争議は絶えず発

同年9月アメリカ資本の上海電力公
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への導入は， Jil市の工1稲3誌に対して＇.l{k；＼打殺を

とのーつ j川J-2:iEとと ιに始j、る（1947年9)j （｝）土地法

大綱公布後数カ月を経たころから〉が，はっきりと対

与ャ〈）〈注2）ζ ＇＇.Lに，よ］＇＇ i)i重lJ者 1.f';.v）！長ilfぃ＇＇；；＇.＼＼程 労働者工作，＇） (ll]で杭慌を画－，） ，，；：，二とに打、おのは，

でも種々の弘前11Dど生むー」 tこなっιl もつ二九そ 新事社ザ） y 七j 1; :25周年心よ社~；;f'. I沿｜動j歪重lj

れらの偏向l士，以卜にみふうように， てぜり現象出だ の!J二しい出抑止をIミ｛持し，左x；悶険主義；こ反対せよ」

け：；，λるな r,' ~. むしん，~；：部の台、う、l である、 υ‘ 1 :)(194Sii.2J~ 711）以後である3 この社説の発表

あるいは「荒賀小児病J的な急進＇［切にそ＜＇）郎閃が 後各mで、工商業保護や労働運動の左？史的価p':J是正

求,f1・，れるf，仁 1れないん＼間t.，；＇；けっし. ，れ 川乞めずlJ¥iノ・J；が出，＇.］ Iこff巴品｝ 偏向是正び）た；れの

だけではなく，対労働両工作の基本間l(ij.もゐいは 抽出土「斗叫じ解放区工商業会議」〔1948年品月 17日～

闘争方式そのものが問喧とならぎるをえなかった !i月27日〉において一つの頂点に達する。この会議

こそ、のちl二九るごと：？ある。 ：土、商工i二(I）保護ごう己展のための具体的1よか策を

それは都市における：賀騨（貧農・ !iiL!l'tJ路線l 定めるとともに，過去の工作の点検を行なった。

な！ごとよばjl ろ二とがバパ：， i': 3）方、 ~.t労溺，1I ・ 1作 こう会訟にイ九、てとの後の中Jtv〕商工主政策のJ,t:

との関連でいえば次のような問題が発，tしてい

る♂情 1に，パj働者内 Y.ISでそenH",.l:J'；二主， yで地

主・日農・ r11；＂.：干の階級 iく分をlit, ＇た iJ 伐術
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部に対立を＂）くり出したこと， 次に労働者を無視
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など＇I組織を 1イり， tt l（に｛衣校！ ？都市におけ
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中±I；前じ期二lF全会におャて労働者以仏への依仰が提

起される直接的な契機のーっとなっているLさらに商

工 業v二対す出；地の主攻ーな一国となー〉たと二ろの

資本の側を胤届：しない・1Jri的な労働保護法， ,r請す

ぎる賃金や労働保険制度などの［左賢官険主義J的

偏向勺発生j、 首雇路，（［ ＼，切り立iiL ；考えふこと

はできない（it：，〕（少なくともそうした偏向の恨源の一

つは氾寸平均 l えl~t士号、のヒヲ η小農古川下プyレ，＼t｝.目、；こ帰

せられなければぷらない〉。

さて，以トのようなみi労働者工作の展開の渦袈

tこ九円れるも，，，： .:j lゾJ是正；t、すでtニ！ふj也改牟 I )_it百製

で犯されたさまざまな偏向］（商工業に対寸る打学も
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本路線が敷かれたという意味で， それはたいへん

喧要江会誌であっかが、労働制！をなどの面におい

一こちまた！店長な決店主仔なっ口、る。 その内容は

ごくおおさ、つばにいって，過去の平均主義的傾向

／ごし完めて：1二しい賃企制度を確立 L, 企業経営を質

全化するために技術議視の観点を打ち出すととも

に労働規律を強化し， またかつてみられた一方的

!r..等雇制限などを！止JEして労資の関係をj］：滋化し

ようとするものであった（注9）。この会議以後，資

本家｛JIilがFヒ産の発展を口実に労働者を逆に圧迫す

るといった誤りが一部で発生したというが， とも

あh, こうして中共の対労働省宇工作は初期の混迷

主税し， 労働問題i二・＿） いての方針や政策かしだV‘

に整備され， やがて中共第七期二中全会における

労働者に依拠すふ苧命Jの提起へと主ム

二中全会で提起された労働者重視の方針につい

ごここで品！”を繰り返す必要はあるまし、。 この会

ぷの直後，各地におU、て， それ士での労尚者経視

の偏向についていっせいに点検が行なわれる（山ω

とともに、 労働組白組織の発J}t':,t；よび強化がはか

られ，またこの方針を徹底させるための幹部教育
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Ⅴ　労働者の組織化
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ヒ要都1「ii＇お t日〉市総工会成k

および上海の解放1年後の組織状況を表示すれば

次のようであ

第 1表 ]:');I沼市iこ.：oける市総工会！点.{L状況

I 市総工会準解放年月日｜備会成立！市総工会目立立

己， [:tb ! N.t8. 11 '.! ：醐fl.11.16 凶49.10.Jl

天津 I1949. us  [ ? : 19so. 1“ 

（じ な il岬 1.:3l i胤リ 2.7 ！山50.2. 6 

L ＇毎 1')19.5.三， I 

（出所〉 『人Ji;11 ~j』 t王かo

第2表北京解放l年後の労働者組織状況

産主手 二［業 ＇）苫 i.'.ti運冷
労働l'i 労働す； I労働お i労）！，＋；－

職 員労働者幣l97,6431 山 18肌吋 35,498

庁ll合 li欽（人1 76 ，~，；川 32,lf江； 21,:l-!31 3'.!, 160 

組織率（%） I 78.3J 76.71 19.5[ 90.6 

1空守汁j機！日i工作者弘 ,J 

職員・労働者総数 25,438 ' 80,000 390,605 
（人） I 

1 i合口政（人I 22,:l,8 I し280 186, l :,8 

組織本（%）； 89.5 f 0.16 j 47.6 

（出所） 北京1hc;注工会「iヒ京一午来的工人；［重力jイ：.h
華月、以」， 19前年日月〉。

れJに，

『上il!J：解放年fo(tl:',Jlr; 北立と上：i述、はあit：~ドここにみらJい）ょう e二、

仁海は全lま：1の者＼）iiiのにかなりの相違がみられる。

。者のH｝，「？にij士れが 07.3%：二査すら二 L、うあ「こかで i，最も；二、l主に車ilH¥d七さ.： l ／己都，＼ j</J·· ＂~）

また硲揚では解放10カ月後に公私営企業労働者総そこにはほかのどの都市よりも多数のいわった。

,i Jj5171人が組台日と t；..＇てし、るい.：6) 

（これには行業工人は含まれない〉。

全iりけりに労働者の綿織状況ま：みる刀、ら（：f,

数の（illけら，（；）る産心主主働J〆↑〔手工；γ：，j働者や！占~寺山庁業 l人に

ま売上海の労働者のR対して〕 ;J：宅中しており，

1949 b当然とし、期にわたる闘争μ暦史ど思え‘ i,

乍10月の組合員総数 246万人が翌年7月には全国

労働者総数1:.285万人の 31%に当たる 409万人に増

天内ではぷか，／ J 大昔1~1Iiについてみると‘えよう

全lf.¥！］）大都市では労働者総数の55～持%

う7

力目した。

12月末（？）で全市労働者総数の59.出%に当たる

産業労働17万%70人が：；働組台に加入しごお川、
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が組織され‘ 巨要産業部門の労働者は｛日～出〈剃こ 之：，，，ぞれを代表大会ではなくて工作会議としたの

相当する労働者が組織されたという位打。その後 は剣形式にとらわれず，おおげさにしないで，実

の組合員の憎加状況は第4表のとおりである。な 質的な討議と，問題解決を行なうためであるとい

お， 1949ff＇）出l合員数ぃ ;I1，町二 Yしがうi己， -1b; ！たと うけlι）。この会議は次の目的をも，にご召集されJ た。

ころと大＇ / ＇主っていふ ；） L司 この 410!J二4う数 _,'F fi-r，ハ全国的な勝手1］を目前にして、大都市がいへ

字には疑問があるわi8¥ ついで解放され，都市が農村を指導する時期が到

第4装組合員t附日状況〔吟i.{:,'t，ιL；万人） 来したという情勢のもとで， 第六次全国労働大会

午次 l I'. L l斗 1949 ' 19.,0 1951 l'.l:.:1 l '!53 

放 283 41() 490 I 729 1,020 ' 1, 10() 

「出所〕 「守i悶年鑑」（1%5年版〉。

次iこ， ',~: fi)j (i組織化， I~ ; 1 ；.；，中共の［交Ti'l1却益

促~追跡してみよう 3

1949年 4月lGfJ付の「北平市の汚面iの中心工作

に聞すろ山山（こt9＿，は しヨ年内に令，tfr，労働

者の圧Jrj(1'.Jt引を組織L/,: r Tればなら；＼ . ，：ーバう

任務を提起しながらも， l 工作は「重点的に，！｜頃を

追って＇ i )l －＇.＇くリと推進し，性急病を防がねばな

ら／J.j, :'. ' ～ 、る。当初j；上）；，白工りゆっ：けし jこベ

ースで、本H~ ｛ l:1. hすすめ人，dlていたようい J心U}1,る

く中共第七期二中全会，後対労働者工作がL、ちだんと強化

されたのtlに川、てこれで：＇）乙〕へ ところ戸、ト，j年7

月三3日カ h 人日 JJ16日まて北京プ開提さ：三 l全国

工会工作会議において‘ 全国の労働者を l年内外

で組織するという任務が提起され‘ ここに労働者

の組織化 i ' バちだんと！Ji！店されるこ＇：： ；＇（：つ

全国工作会議は司 1948年 8月の第六次全国労働

大会以来，労働組合活動に J川、て討議した設初の

重要な会山. I· ，ったと－~ j, ：＿・.、る（ii:11¥ 二 FP会議

には，東t, ，工中，泰司」寸 iJI札河北ノ・＇ ,; j山氏代

表‘ 中華全国総工会その他の機関の代表ゴ54名が

参加しK ~- ,it-には労働組今［場係者だけーにく，

行政機rrJ句企主，党委社会山代表者もな）JIIしてい

ラ8

l、lj二，｝）工作の経験をAまえ， 二川大会で決められ

!:;.)!; i必運動の方針とff務を新情勢l、で実施す合た

めの方訟を研究すること，がそれである。会議は

中共第一仁川土中全会のil！定 Lfこ， 労働川波

紋t 二位拠して i：業－午、時を発展－－~ tt，都市の荻l[{• 

管）｝flを成功させる方法zについても研究した。 この

、う面の全国の労働組合工作の任務の中心

ιi fい内外で全l:fi（／）労働者階級の組織化を基本（t'J

に； : 1,¥Sするここ， しかも産業力的Itを最初l二組成

すべきことをはっきりと規定した。 したがって，

労働宥組織化の問題がこの会議の中心テーマとい

1二，＿ iこなつど んかせてこzL E関連する詰問題

＇，，、ての解 i｝とがなされた（ttJ:¥：、。

工会工作会議における決定が伝えられる

μ 行一地でい f てれ、；ι労働組台を正式に成立主せ

る／こし／，の労働古代N.. k会の開irt1J ：亀準備されること

になぺ）た。たとえば上海では， 9月21日， 上海市

の労働者代表大会開催のため各単位が代表を選出

す〆二上う指示づふとともに， ？”トill：工会準告ii会が

ι U労働組f，を設立するよ 1;11ιFび：／〉ミけた

北京市で、も 10月の半ばに労働者代表の選挙につい

ての指示が下部に伝えられている（注15〕。

ころで， 1年内外で、全国の労働者を組織j・ /.::, 

r‘イ｝場合， と1lie: 300万のl主主労働者だ；J-.ごは

なく，手工業労働者や店員，頭脳労働者まで含む

全J'PilOOO万労働ri－を組織しよろというものであっ

たJ Iヘしかし， F工業労働主や店員等のしイ〉ゆ
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そしてそ央集権化をはかろうというのであったっのちにみるようにたじたる行主工人ν＇）＇恒械化はヲ

のことは，この時期，各解放区が統合されて全国力主中共はこの会議後ほどないへんな事業であった。

組織化） i立去をさ｝＼；ニ絞るこどを余議t,＜さ こjもt二中央政府（／パ〉とに統一されることになり、く、

伴って政治・経済等各分野にわたって中央への権;hた。

[<)jり年10)-Jc:11 I I, そろした趨勢の一環と

したが，yてその限りでは，

)J•. ＇）集中川行なわわたが，

角干してよいであろう。

全［：•j'f1＼工会？ド主主只会i円、た会

1949年6月10日付の［労働組合工作報告

'.Iii；支の確立a；こ関する決議： fi't~o, 1片：華全i1lit:1：会所以

の各産業および地区総工会に中央への定期的報告を義務

それは，

議i；：，翌年O,' / －ーデ－ ,: （；こ鉄ill, }f,電｛歯；!I（（：.電

信〕，海員，綿織，燃料（炭鉱・電力）等10の尚子長部

門ハ労働組｛t，い1困別iこd1］代表仁三全開L‘

れら産業の全国総工会を：成立させあと L、）決定を

しか

し‘これμらむろん1g1：也がなかったわじでi上ない。

治］に地方総工会との関係をどう調盤するかと

J 〕げたも（／けたどと f]Lをーにjるものでキノ，：， ι-（，，＇；産

業労働者を J1k初に組陥t卜くぎニこ（ど掲i「ii:1)‘ら

定のう令（，： J：会工frodミ：土、イト，en:
」行i;

J.: Lて托）.／/.i;寸一る点にわ、、これを戸中心環節｜も，

これには地）J総工会右足上級の産

会の決定を独断で変更してはならないという

、、う II司匙がよハる。、 E

' 
ー」

この産業部門百IJの全国的な統一組織の形成

また記：J) G図が汗 i；れて＼ ＇.・こ

' tとい｝ことであ rン iゴ18'て IfrでtJ.tJ 

ろが，

lこ；上‘ ¥ 'J，ば産業工会優先の解決がなさ九てし、ことで，

るi註21)（市レベノレの産業工会は，生産計画等ぶついては「われわれ労働者階級の大衆組織一一一労働組合

日常的な組合活動にと級の産業工会の指示を受けるが，長期問分散しヤゲリラ戦争の環境にあっ組織i土

ついては他方工会＝市総i：会の指導を受けるんぺ労働行吉宗ll.織し／こ仁の，）＇（業別（｝）JJ;C1l1Jによて、

産業労働者の組織化はそれで次に問題なのは，の地方単位で労働組合組織を設立せさるをえなか

中

央集権化（その主たる狙いは中央の統一的な生産計画の

も止に労動力を編成するととにある）の方向でどう主立

ょ、とし ζ ，残された手工業労働者や店以を，｝ご地方；Vi；会

が全閣の労働組合組織の系統のなかの最も i宜要な

とのた，h＇二，過去 kWIにわtごヲ3 「’

三オしらの1.訂以jFiてそれMtlする均、と十うことである。

今後イ＇／， Aな；）長、！／＇； Jその市＇；，；＇な

意~·，， f，：失わti.であろ・：， J しかし、たでは.~そ日i各

重要産業主TIP~および丈fヒ教育部門は‘ 中央人民政

府，：.) ＇よかに ti, ,. ，く全，1いりーのわ政：＇｛理機l'!jを有

-J:;1＜あっtこ1、

の組織化をはP.€業労働者よりもはるかに多数である〕

労働組ft組織にむける中央II,；置して v、たのでJ士、

集権化も最初から大きな制約を受けざるをえないしており、さらにこれ方、らは全国統一σ1経済；；十両，

合；[I!]i日リ度， 1.'L1：・待j白川；1法等〆二 1,つ どころで、全国工会工作会議以前にお

いては，／ii;iliの区・Jr.二、とに地［メ：単位の労i的組合が

設以されており，多数の「作坊」や小商店に分散し

こ働く手仁業労働？？ゃ店員を地区単位で組織する

（この地区労組のもとに各職業ごとの小組を設ける）こ

－ふー，？
しこ（／円’3 ’） , 

そニ、l王国各店長部

門の統一的労働組合組織を有することによって司

全国労働者｜町枝川大衆，，『 lt子見を左中ミると三七；こ

生：i/1:I両，

ょうじしなけtlif‘ならな C 

〔il.19)。その生産建設へ努力する行部Jを統一しー

そしてこtLとが行なわれていたようであゐ）l'.22)0 つ土；）.従来，＇ i＇寄与全国松 l：会は与il!(}J総工会し＇）連

は郁子行における区・術政権に見台うもの C;Ii，った。

区・街政権

ラ9

しかし，中央集権化の趨勢のなかで，

以後はむしう各産業i部門ご

とのタテ割りの組織化を強化することによって中

合体の観があったが，
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組織し，

l同させ、

これを15の注業活IJの工会工作委民会に分

とれぞ；I各lW.・1；系統，：i ＇／；’笥i右），l;殺の 刀込

で工作に従事させたっ 労働者を組織「るにあたっ

、は， 七－r角手方il!Ji＇.の｝也 Im且r-itt 二とえば人f(f＇（’！~－

：；去、護出lふ ア人岳会、 ！議員！合：，＇＂；｝の：竺 Jt;1均f「組

織のなかの:fnfTh:i力、子を

>nちた二五！ 11iij的司

じて広範な との連絞

'.11，：一的： r ：千Ji：；当与、筑ー（ドJうJ

働者組織（産業工会〕の設立を準備した。 各単位

( （！：業主i，＿百機i事I）の労iJ!j¥lL合J;-:_:t立すらには，

況に応じて工作方法が異ならなければならな」、。

：千〕 1fこ， w織111'.J7（基礎日lめる太「な年i：，；判司台所

業においては、既存の組織（地下工会や議廠隊など？

た竺し，l辛l民党系山11：労｛事！ト［i（，の現？らあず｝とであ人う〕

を拡大し、新しい積極分子を広〈吸収し， 労働組

合準備訟を成立Jせた。 そのiを吋務ij:r; ,,I) 1妄l'f].fl主

J 、の参/Ji卜 i而まりや解析：後何回かの k呪慢な境祝

労策（軍隊慰問の運動）等の機会と捉え ζ広

純ほ宣伝企行た 1ことににっと『 労働自の政目立

識を高め， 労働者の団結を強化したうえで労働組

frを設立した。：！日2にー過去に （ベルド的加を〕

や旧労働組合（国民党系〉しかなかった業種，旅館

や手工業たどでは‘ 真に労働すi(i）利益士代表する

新しい統一的な労働組合の設立を容易にするため

！日生： C.＇）労（plj川合やよ1；会の指導者江／教育・改；ii

をfrなって， かれらを大衆と結びっくための橋梁

4れらしつ者が，少数じ）！ぅド！？育された反品分とした。

子を除雪、 一般的にv.. yて教守・改造が可能で‘あ

ることは事実の証明するところた， とし、わオも）ζい

に、Fν 第。：， i ., )I詰去に全YI組織／,1：人：か－，た業種にお

いては，最初に積極分子を選び

た／jl1させ；短；りJ／）教育を行なU、

核として準備浅間を打ちたて，

大衆のc[(Ji）がで三るよ‘パごすふ

労働者学習班に

こj ’tw.織の中

十っそうの！労働者－

そぴ）；ずかj怠：！j')';

働者の組合のような場合には，労働者を動日して，

封建的搾取に反対し， 親方請負制を破棄する闘争

円 tiカ、で，労防庁BJ誌の組織を打ちたてた。 tた

反予)J分子 iJ；依然として勢威を捉っている工場で

に f主ず労働行士動員 Lて反l'ijちのおi今、を庶cliilし，

ヰ干の；〉〉シで積槻分子を阿結さ tt, 労働者の階級意

日訟が ・ftに高店長ゥたと ζ ろで，

同組点、を桔f友I＿た。

民主的J注新し」、労

以 f：のような労働者の組織のしかたは， l主力通夜〉

,i行部rlj J)場合にし大きな相違i土年いであろ巧 ヲF

」

こにはまた， 組織化の過程で中共が直面した難問

l'iいぞ＇）かがえミドをされてし、る々 ヘ それじの！日i還を

取り上げる前に，労働者組織化の過程， ことに労

i分者代夫会議 Ci：人代夫会議〕における労働組｛；－準

備会の成立から， 労働者代表大会（工人代表大会）

におし、に労働組｛；－が：正式にiiたてにするに主る.i/!/1f'iムの

労働者機構， 手続等に問する諸問題について、 し、

？えよかし説明しておかなければならなレ。

まず労働組作準縮会であるが、 これ；ょ正式の労

働組合の基層委員会に相当する機構であって， 日

常的えよ組合業務のほかくまだ車l-l台は正式に成立してい

ないが〉，積極分子の養成， 労働組合を正式に成立

させる準備等を行なうコ たどそれが軍事代表むよ

び工作組の指導下におかれている点で， 基閣委員

会とは異なる それはまた， 次に述べる労働者代

友会議の常設の執行機関的性格をもっている。

基層組織における労働者代表会議山:32〕の l；..－ パ

ーは， 生産単位ごとに下からの選挙によって選出

されゐ心とになってU、心。 しにがっとよ二の代表選

〉子f土， 労髄者組織｛じの第一歩としてたいへん主要

な意味をもっている。 労働者代表の被選挙資格は

け；のようである。（1）工均の生産再開トニJ)Jのえり寸た

省，（2）かつて労働者A に対して悪事をなさなかった

九（3）同民党・三吉川〔三民主浅青年1-:Dの京任者

でなかったこと。 公営企業における労働者代表会
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議の性格と怜［iJIは次のよう i~ ＇，、われて U、るc ずな

わちそれは， ',G＇.事代表の指 j聾のもとで労働古今をた

ち上がらせ接管や清点工作に参加させる， したが

って上からの接収と下からの大衆工作を相び付け

る最良の if；式であ不 _2，誌におい仁川．大衆

自身で解決すへき問題〔たよえば学習の仙波化， tl言:f-lJ

事業 労働組ftの設立等） のみならず， 軍事代表あ

るいは企ffil］／.、責任を負”＇，・くき問題位、仏／ i/Y-,

労働者の1¥;C,l、，，＂， !f:産のi"i山ぞれについご七Jt，：芸で

きることになっている οただし，古む者’についてはそ

れは決議機関であるとrm11与に執行機関であるが，

没者iこっ、；は軍事代c;Jぶ： - t マ pv 、門中
,: ；：＿： 也 E と：三広

る。 まfこ 二は軍事代以ぺ＇ l：場長も;ij/,•;,; L、定

期的に工作報告をしなければならないとされてい

る。 ところで問題は， この制度が実際にどこまで

rrなわれたう i ということごふる。 もしここにJポ，，

たとおり ι仁川面！J者代表の選挙が行なわれ， えム義均L

その機能を果たしたと十れば， 正式の労働組合の

成立はきわJこ容易であわ人と思われる νりである

カミ， 実 l出；二i一万働組合？ドサii二＇：＇：＇） 発足から iによに労

働組合が成立するまでにはかなりの時間を裂する

のが普通であったよヲであるυ したがサて噌労’｛弱j

者代表会以［ 単に労Hi1セIL（，準備会を lf;:;'Jドj；二日文

立させる J二川，：Ij母体；二，i'.-·~ : : ＇－、といっ／て I＇，；九y；多

かっlこのかも Lれないc そのことはまた， 。〉七：，／こ

みる労働者の符営参加のための工場労働者・ Jj依Dl.

代表会議｛仁川議工代表ん ＇）設立 i二三＜ •,ii寺tl\J

を必要と /:_ ＇］：：実からし、： HE：測できふ !,( .；占干L

営企業においても労働智代衣会議の方工~;1;；とられ

ている－；；：

団体協令l

その最ミ l

'i～；i・合同〉を

J工機能は i!lllと

。こと；こ I' 

さて，労働組合準備会のもとで→定の条件が整

うと司 労働者代表大会（または組介員大会〉を問い

て正式l二’；jiI>1iill合を成之三守合ことに Jヤ仏｝

62 

~ 
-J,と

の条件とは， 労働組台の設立に必要な思想、上およ

rHJI~長上の準備がk されること乞l}I，まする。 γ（伝、

教育を通じて労働者の階級意識を高め， 労働組合

lと対する認識を深めるのが思想、上の準備である l

主立がけゐの準備と Lてi.t' 基層椛織の場合は組（「Cl

が七五倒j者の半数以上に達する必要があり， また

（または行業〕工会の場合は傘下の基層組織の

半数；こ労働組合が成立したとき、 di総工会で、は各

ぷぷi会およてj、｛i'主仁会の過半数が正式に組（「を

！戎立させたときであるという しかしこjもは

必ずしもこのとおりに行な目安であって，

われたわけで！Jh＇•、ょうである ，：n，ぺ 正式の労働

:m 白川成立は， 件1¥-i.1立が必要な条件A を満たしたと

きとし、うよりも，むしろ上からの指示（ことに金閣

工会工作会議の決定）を契機とする場合のほうが多

か v ' 1このではt,:＼ぜ、かと考えられるり

対働者代表大会（または組合員大会〉〔注36〕におい

て労働組合が正式に成立する。ということは，それ

が，，；nt組合の品店主権力機関であると＼、うことには

かよιらないc ;, ;! l U各級工会二委員会（つまり主立たの

執行委員会〕を選出し， また組合の方針および任務

を定める。 したがってそれは定期に開催されなけ

れtf，ならなし＇ o i': ii I-C勺労働者代交大会の代表i上，！？ま

{J/j (i".：ノ人数に比例して， 各単位でi支出される〔〉か

原則であるがαt37，’ 耳主要部門の労働者には特に配

してもよいことになっている 実際には店員・手

l_ '{ ；；働者にJ;［二 Lて 産業労1•Wrti·i，こはるかに {T{IJ

んど九 7に代表山人数が割り当℃られている

なお’＇） J働組合の成立には、 中華全国総工会または

ll!lM:・ i閉会の審HL: ;tt准；1.)；，必要とされ℃いる。

以 t な働者組織化の：！yiJ~ ‘ その進出状

況等につ I，、ての究明をおわり， 最後に組織化の過

程で中共が取り組まなければならなかったさまざ

t:/; I本［難な問題，，－.-) U、て言及しておこう。 そのう
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ちのい＜ -J /J • v' j問題は， tで；こ上海における組縁 組台や労働運動に J ル、そ貧弱な）J1ie止しかもたず、

化の具件r'f'.Ji；方法につ1、てl主＇~たなか l て ij~H｛！＇ され 労働者ιの組識化にι不慣れであ・たために，かっ

ている。 ての農村における土作の経験（党の建設）に欄引て

3. 組織化に関する諸問題 労働者を組織しようとしたのはむしろ当然である

中国jJ長官；：i｝市は， ち年帝国主義努力どM民党

の専制主詰i'i'.J＜：阻のもと 1 日ゾて、労（扮IT::JiiJは厳

とt.いえよう 'I: t', tこかれらふi労働者と容弘に！，

じめず， また労働在内部の構r&i:¥+tr維で、あ 0 (i9＇」

しく抑圧されてきた。ことに第3次［;isl内革命戦争の 好や特務分子が混入しているとか，一部の労働者に“流

末期に件、 引：そ党政権〆叶吃併なき弾圧と作料分子 民”の風がある，な幻というので〆hれらを避けろ

によるおl介 、1支配介入にこ〉て，労働i日 ｝jは危 傾：i',J日あったり、j〉れるが佐川，・. これまた容込に

機に瀕した。にもかかわらず，一部の光進的労働者

は最後まで公然とあるいは秘密裡に抵抗を続け，

都市解1/f.伽い、民解放ifをiめげて接管工ff;t参加

し， また解！没後の労働よ11(,il，効の中核に1¥. yた。

しかしそこにはなお， いわゆる黄色組合の支配下

にあって（あるいはあったがために〕，解放になんら積

極的なぽ！じそ示さなか.＇土多数の労航行なぺ、た

し， か－~，て一度も組織ち！ tたことのな v、干仁業労

働者や店員等はさらにいっそう多かったのである

（ととに中小爪：ijにおいザ；工）. これらの労働在は一

般に文化イdV'i,低く， 上／：店fLilr代的 ；＇（、’y；働慣行

（把頭制なのや共同体的な規制作鴻蹴tなどによる〉

によって縛られていたコ全労働者の組織化が当初

の予定l:J j，ぷるかにjえい’'F丹を要し／て；，：たの理

由は，；.：，; t ，）二うしたfzノれえ労働者、 ことに膨

大な数にのぼる手仁業労働者や店員特の組織化に

予想以上に予ll司どったためである。

とこ 7，か司 l ，~1題l土労：f）与（！りにのみ冷！と (I ） では

ない。 Y，＞ιー初期内苅ir Ii：，ぷ！／；；；寺にみられ tこ民福路

線について述べたが‘ こうした偏向発生，｝〕恨本i{J

な原因じ竺；Hにおける吹i行方式の者151¥’.-・> ・,11入iこ

求めら；J':c, --~ しても.f';';i ' /'.fl,/象．たとノこ.t・t働者

内部での階級区分であるとか，貧民｜羽の組織化な

どといったことに d 山、ては， その責は農」寸tB身の

幹部に川Jセ1・,7.1.なけれパ江ふまい。カイL,., ／；・労働

理解できることである。そして，農村における

命方式の都市への導入そのものが否定されたのち

にLL、ても， ；）＇；；村出身幹部の労働組合または労働

J宣言；jに対する問解の不十分さ， あるいは労働脊を

息避する傾向といづたものを根底から払拭するに

は、 なお相当な時間を要したものと考えられる。

こ勺して、 労働者の組織化をむずかしく寸る要

因は，労働者と幹部の双方に認められる。組織化

の過程で中共が直面しなければならなかった諸困

究極的には三こにその根源があったのであ

る、それでは民体的にはどう L寸問題があー〉たの

か，その究明が次の課題である。

最初に， 国民党系の労働組合および荷組織に対

する中共の政策に J 山、てみる三とにしよう。 1[1Jた

が労耐力者を組織しようとする場｛；－に［土， まずこれ

らこっの組織との対決を迫られる。それらが近代

的な労働者の階級意識を紐帯とする労働組合組織

のk，＇，に対立物日カ eらである。 ど（土いってf、そ

のli;t演はけっ？ ご機械的，一律にitなわれたわけ

--c-；土fよし、。

(q「乙党系の；Jl{',・ ,; ）破壊〔または改造）は，それで

もiじ佼的容易であ J／こと思われく3ρ おそらく、 ~ll

合が他国たる大衆的基盤をもっていなかったため

に句組合指導者が解放時に逃亡すれば事実上それ

が瓦解してしまうというような場合も少なくない

6苦
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ったであろう。ただし戸般には，旧労務相合に対し

て次のような処主がなされたc「国民党統的期の旧

組合に

利後のj

:-＇土， わ,t,_! d l ／；大：革命ベ＇J-r'c11 iん争勝

ー読みて， ' ［＿てこll ！日；二再定

し別個の中¥fl総tをつくり｜：げるのではなく（ト:if:｝の多

くの11a組件はわれわれがかつア今法闘争を行T「うのに手I]

用するよんて i った）‘［イ1,01ll結と労f,[,/j{;）＜’誌によ

る指導機関Jつ民主rlJt'{mu方法を通じ ζ‘ lrl組合

を改造L, lflMlfi-〔／）役員にも適当な阻慮を示した

〔たとヌ iピノ） '/1らの学習ιUt‘あるいは：，：：¥'i;c'J迂沼を

与えた）

立させ，

二JJようにしし，1,;数の豆、ji'[1( 11を孤

労働組合組織工作を阻害する力を減じ，

かくて迅速に広範＇＂労働者大衆を同結させた。 労

働者が［｛

Lプょうこし‘

注方式でヴ；f,[¥)Ji'fl合を組tiするのを坊

！在力を独｝！？しごそれを祭ーに 6て・rfを韻

き， 陰で違法な活動を行なう野心家や国民党の反

苦手J分子に対してはーわれわれはあわてることなし

ゆっく i）と万i功者をた l二六、らせ， ぞう Lf二連中

の実態をあはさ出すとともじ， かれらのi挙法活動

に必要な制止を行ない， こうすることによって大

衆がし，＿ ，＿二尽をもた：「るようにしたj' ｝〉また

時には、 組品化の際にaH並行の指導名ーを 1j1j七が大

衆との間を結ぶ橋梁として利用した場合があった

ことは先にみた。 ただし，北京と上海では，旧組

合に対才一る社処のしかたに「J干の相？とか，（；， ＜，ので

はない己、とむ！ヨれる。 おそらく北京仁おいては，

保甲制度に対してと同様， 旧組合の解散をはっき

りと指示し竺のではなかろうか（注11¥ 

一方 -¥:ffrffのTi'}車山ν）pl（壊には:Ji~;:, : ＇ド＼，！ヨ難が

伴った，＿ ない。

のものである以上，

な変革λ； 亡i土，

それか前近代的な社公補造そ

既存の社会構造全体の徹底的

そJ｝恨！丘からの1,1:;；｛.，；土A勺りえ

ないかんでふる。また：一川淀壌には，日f＼：：：’（jふ労｛勢

者の階級立識と対立するところの郷党的iι仲間以：

64 

議．の改造が伴わなければならない。 これらの問題

については， それぞれ労働者の皮封建闘争および

’引 さし，／；， /:~ _)) 

どここでは， ついどのι11共の一般的i.i:]J 

針について述べておきたい。「各派の務の労働者に

ついては配意十る すなわち、各派の帯が存在する

日、＇cl、｜日社会の主制i’（］条件（原文［存U.'W：条件」は ブ、ブ

リ了 j がっくり／U！＿.たからでふるよニとを認ihぷけ

ればならない。 今日われわれは簡単にかれらを

定；－るのではなくて， 教育， L「Itふり方法を｛， --K、
トれらの前進を｛起 団結乞強化Lなければなら

fょU、ο 労働組合の各種の工作には，各派の持の人

の参加を求めなければならず， 過去の関係からし

て；う・れらを排斥してはなられ、レ L また無原HI］に

かれらを容認すふのではなくて， Jう寸しらのl訂正と

かれらが（間家の〉主人としての任務を果たすのを

助けなければならないJm制。

桁持者を時には利用しながら、

要するに務組織の

同時tこかれらの教

台・改造を行なし‘， 漸次その破壊をすすめると 1ィ、

うことで， その限りでは旧労働組合への対処と軌

ー具
ノr －にしている，うに それはi口組f',の破壊に比して

はるがに困難な守f;／とであった。

次に， 労働者組織化を阻害するE重要な要因のー

つであったいわゆる関門主義の問題がある。 これ

i土‘労働者の組i'tJm入の際に入党全がいの厳LL‘ 

条件（政治意識のおさ‘学習に熱心であるか否かたどを

加入の条件とし， また候補期聞を設けたり，職員と労働

者を機械的に差別するなど）Ctt43）を付し，加入制限を

行なうものである F 組合指導背点、党組織と労働す

の大衆組織とを混同し， 組合を少数の先進分子の

組設であると誤解していたためであるという。 予

｝ 

、うこ左が，Ll二りうるのも， ヒ51こ前述Lた上

う：＼＿ ：ミ村出身の幹日I＼が存在する，ぅ、らである。 L治ミ

し句これまた前に述べたように，労働者内部にも問
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題があった《その限りでは，労働組合への加入資格

を厳しく制限しようとしたのは，労働者階級の絡

織とし一： ＇）；i凶性を保i'li <, だめで去λ L＼えな

くもな、、 j；そうし／ d'J 1_:，的な対処，nL/,.fこは

とられるべさではなく， ；倒｛；－員の和：j記i立労｛助者．に

対する一Jコの大きな教千？工｛1'である川4tl〔キ且合力i I 

入の是否・，賀

識を高め， 労働組合に対する目的演を深める）と＼・う積

極的な対処のしかたこそとられるべきであゥた，

とされ，：－ ＇，ぐ，，， ともあ11WJ111J主義は，付＼b力h労働

者を容＼，－＿，iこi,,i長せず， t／こ’U働者全fi；ゐ士 一〉の階

級的T宇和として把握する視角がかれら；ニ欠けて，，，

たことを物語っているであろう。関｜吋主義の偏向

は非常に，＿；；、店、こみられ、 L，；、も長持Ji二j) ／：ご て存

在したr 中止第七期二中 i三二三におけ乙 i'ij ｛~iJj者措

級への依拠 の方針の提起ののちにも容易に改ま

らず， ゴラ国工会工作会議におし、てもその星島正は中

心テーγ ，＿，－， -）であったュ 時月 9日付の・f＇￥全国

総工会 i組合員問題に関する決定」も，、二の去議に

おいて審議されたと恩われる。その趣旨は次の言

葉に明，・，んで（ふる。 「日六1，立労働大会ーで採択され

た中華七回松工会規約に『 労働組合仁加入jる者

はすべて法の定めるところに従って労働者（職工）

の身分を取得したものでなければならないとされ

ているが、 ll下のとこん人民政府はこ enit Htを公

布して＇・ －日L、｝） で，各;li!_（！）労働組合い依院すぺき

ものがなく、 この問題を処理するうえで非常に不

統ーな町象が生まれており，一部の労働組今では

きわめご－｝； ¥-i.f,偏向を比一んで＼、るが， 万一 （！） t要な

ものは関門主主主の誤りーじめる。そのため，..： ..：には

じめて生産mi門に参加lLている数種の出身（階級ま

たは階層の＇ ;11.工る労働官（吋cfl合への力l；ノ＼ハ壬件を

暫定的二J:九三とく定び＇ <J －」（1145：、 二二にか

なり詳細に組合加入資格を明記することになう

た。とはいっても， 搾取階級（｜日地主，富農等〉出

身の労働者および職員の加入に 2年以上生産部門

／、！ノノ;q加を義民／〉けている点ffどに若子の特色が

みんhるものの， ！主本的には中台町三国総工会／＇＼； I,約

に定める次の 3原則を再確認したとし、うことであ

る J すなわち．主として賃金によハて生活を維持し

ている肉体労働古ーおよび頭脳労働肴であって町 組

合規約に賛成し，自ら加入を願う者， というのが

それである。関門主義は，全国工会工作会議後 1

年I/JIの是正のための努力によ J Pてほぼ克服された

とされているが〆iiAへその根民主で払拭されたと

いうわけではあるまい。

全国工会工作会議は，関門主義を克服すること

に上って 1年内外で全国の労働すを組織するとい

う任務を提起した三とは，すでに述べた。 ところ

がこうした組織化の加速は，こんどは「形式主義J

あるいは官僚主義の偏向を顕著なものにしたりこ

れはいうまで点なく、組合が単に形式的にh足立し

たというだけで，組合の運蛍は幹部がすべて自分

でやってしまい，労働者は組合活動になんら積極

的な閣心を示さなし、といった状態をさしてじるの

この当時には，労働組合活動の面でこうした似向

が発生する条件は十二分にあったと考えられる。

工会工作会議による組織化の加速は， むしろ偏向

ω発生をなにはどか助長したにすぎないと L、うべ

きであろう。第 1に，労働組合の組織化が上から

幹部を派遣することによって行なわれたこと。 こ

うした幹部はしばしば行政命令的に事を運び， あ

ζ川、［土組合員に代わって－｝＝－に，JIさ受けて車llf;-を

レた（包弁代替〕。工会工作去議後ほぼ一年を溢

てもなお，労働組合の指導機関中に一般労働者か

r' jf,z j窪された1tは‘ Jド常i二少な L、といわれて 1ぜ、る

(; I r:, これらの幹部の多数が段付出身であ〉たこ

とも，こうした偏向の発生にいっそう拍車をかけ

6ラ
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